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１．生産システム設計と
それを取り巻く環境の変化
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生産システム設計と現状

Input Output

・製品情報（図面）
・素材（Material）
・エネルギー
・・・・・

生産システム

設備・機械
（Machine）

固有技術（工法等）

（Method）

人（Man） 管理技術
（Management）

有形 無形

製品

設計 運用

生産技術者
（生産システム設計：少）

Input勘と経験頼み、実態はなおざり
「とりあえず」の設計で生産開始

設備開発に注力

生産技術者
（設備開発：多）

現場カイゼン部隊(（ワーカー層）：多

生産上の問題対応は現場カイゼン部隊に依
存。しかも個別工程ごとに自工程完結状態

我々が何とかして
るけど・・・
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 生産システム設計とは、４M（Material、Machine、Man、Method）の組み合わせを考え
ものづくりプロセスを設計すること。

 従前は、生産技術者の勘と経験頼みで実施。最後は、生産現場の生産技術者が力量。



日本における生産システム設計の現状

生産技術者
（生産システム）

我々の処理能力
の限界だね。
関数電卓が必要

技術者の「量」「質」の低下
（例）ノウハウ断絶・高齢化など

多品種少
量生産

労働
環境変化

グローバ
ル化

プロセスの
多重化・
複雑化

①生産技術者（生産システム担当）の置かれる状況

自然環境
変化

変数増加と外的考慮要因の複雑化

②現場のカイゼン部隊の置かれる状況

＋

現場カイゼン部隊
（ワーカー）

現場が何とかすること
は厳しい・・

一方で、単純労働が
ロボット等に置き換え
られる不安が・・・

事業現場は生産性が落ちている
製品種切り替えの手間と時間が
かかる、生産ロット間の干渉により
活動が停滞する、市場要求の変
化に現場がついていけない

「グローバル化に対応する生産技術者の確保・育成に関す
る調査研究」 日本機械工業連合会（2012/03）より引用
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 技術者（生産システム担当）は、少子高齢化に伴う技術者の質や量の低下という構造的問
題と、ものづくりを取り巻く環境の複雑化に伴う変数増加と外的考慮要因増加にさらされている。

 一方、現場で支えてきた技術者（ワーカー層）も、考慮要因増加によって限界に近い状態。他
方、ロボット等による自動化による単純労働の代替への不安に苛まれ、スキルアップを志向。

＋

現場の自動化の要請

(n=4520)

大きな課題となっ
ており、ビジネス
にも影響が出てい
る。22.8%

課題ではあるが、
ビジネスに影響
が出ている程で
はない。35.6%

課題が顕在
化しつつあ
る。22.4%

特に課題はな
い。19.2%



この時代に求められる人材・スキルの変化

 大量生産から変種変量生産へ

－マーケットの要求細分化とグローバル化

 自然環境、労働環境、国際環境の変化

－資源節約、エネルギー限界
－人口減少、労働時間短縮
－国際分業化と協力、グローバリズム

 生産技術者の高齢化等によるノウハウ断絶

ものづくり環境の変化

 デジタル技術（シミュレーション・IT・IoT・AIな
ど）を駆使した、生産システムの設計・運用によ
る最適生産の実現

 個々の勘や経験に基づく生産管理を脱却し、デ
ジタル化で協調領域スキル化へ高度化

※ 生産管理・・・顧客要求に対応し、素材・機械・
人などをどのように組み合わせて生
産を行うかを計画し、運用

世界的なデジタル化の動き

環境変化やデジタル化の動きに合わせた生産技術者のスキル転換

スキル
転換

 勘と経験の生産業務

 従来型の生産管理シ
ステムの構築・運用

従
来

デジタル技術によって事業の協調領域化が進み、
業種横断的に汎用性の高い人材・スキルが求められる

 デジタルを活用した生産管理
（効率的、定量的）

 シミュレーション技術に基づく、生
産管理システムの構築・運用

今
後
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 生産技術者のスキルは、デジタル化の動きに合わせて、「勘や経験」の生産業務から、効率的・
定量的な生産管理手法に変化。業種横断的かつ汎用性の高い人材・スキルが求められてくる。



生産シミュレーションの概要と効果

低コスト生産、リードタイムが短い生産、市場要求に合致したパフォーマンス（必要な時に必要な製品を
生産・供給＝最適生産）・・・・・

“最適設計”のための要素

・事前のシミュレーションによる仮想カイゼンで現場カイゼン頼みの体質変換→トップダウン化
・人の勘・経験では予測できない事象を浮かび上がらす→多様な事態への対応能力
・何度も実験可能（お金と時間の節約）→量産試作の低コスト化・量産立ち上げの早期化
・定量的結果が得られる（overinvestment回避、経営層の迅速な意思決定）→投資効果向上
・細かな制御を表現できるためベテラン技術者の判断も取り込むことも可能→現場の知恵の形式知化
・アイデアをシミュレーションで検証、効果あるアイデアは共有化へ→知的財産として資産化

生産ライン
物流
在庫

PC上でモデルをかく 物の流れを動かす
将来予測（時系列） 結果

判断

条件を修正

問題点・リス
クの明確化

スピード・精度の向上 事象の複雑化を解決

意義・効果

これを繰り返し自社の現場にマッチしたモデルに落とし込む 5

 最適な生産システム設計の実現には、ツールとしての“生産シミュレーション”が鍵を握る。活用の
際には、自社課題を認識し現場にマッチしたモデルを作り、結果から判断する力が重要。



工場立地
工場レイアウト

生産設備
能力と配置

製造IoT等の
運用の仕組み

販売戦略・生産計画

作業要員
業務体制

物流設計
調達計画
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｲﾝ

製品

生産システム設計と生産シミュレーション
～問題対応カイゼンからビジョナリなものづくりへ転換～

■生産システム設計とシミュレーション
・製品を生産する方式、仕組み
・様々な条件を生産シミュレーションで仮想
生産して仮説検証、最適な条件を獲得
・事業戦略を前提に将来を見据えた最適
生産方式を設計、生産実務へ展開
・従来の問題対応型カイゼンでは対応でき
ない全体最適を実現

■時代背景
・グローバル化や適地生産、多品種生産
や市場変動能力強化が求められる今後
のものづくりでは、事業戦略と密連携した
製品の供給体制の構築が急務
・特に Industrie4.0 等のサイバーフィジカ
ル生産では全体最適設計が勝負に
・世界各国がものづくり基盤を国策整備し
ようとする中、生産システム設計がキーに
・日本の現場型ものづくりの疲弊、弱体化
に対する根本的対策の必要性

■意義
・ボトムアップ現場対応型からビジョナリな
トップダウン戦略型へものづくりを転換
・日本の強みである現場力を生産システム
設計ノウハウに活かすことが肝要
・製造IoTを活かすための工場設計に活用

生産システムの条件を
最適となる様に設計

生産シミュレーション
で分析・評価

戦略的な
生産拠点
立地計画

生産工場の
サイバーフィジカル
システム設計

生産計画等
日常生産業務へ
利活用展開

事業戦略と
生産戦略の連携
高付加価値化

生産システム

生産性 製造コスト L/T,在庫 環境影響

部品

投入

完成

戦略立案から日々の運用まで広く利活用

＜まとめ＞
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（参考）生産システムの考え方や生産シミュレーション技術が今後
応用することが可能であると考えられる領域
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（適用例）
・物流倉庫の最適運用
・病院の外来管理や、病院の手術マネジメント
・チェーン型レストランの厨房業務、献立設計
・運送業の配車管理
・建設業の施工計画 等々

⇒人とリソースが所定かつ、複数のプロセスで関わ
る業務において、そのプロセス間の干渉やリソース
の制約の影響を評価しなければならない場面におい
て、生産システムの考え方や生産シミュレーション
技術の応用が有効と言える。

※なお、他の産業への応用は、本生産システムデジタル設計分野のスキル標準のスコープ外であることに留意



２．同分野のスキル標準と
その他制度の実施項目案について
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生産システムデジタル設計スキル標準について

生産システムデジタル設計分野のスキル標準については、一般社団法人 日本機械
学会 生産システム部門 生産システム設計スキル評価小委員会において昨年度末
に策定・公表。 IT分野のスキル標準の立て付けに則った内容。詳細は資料４参照。
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実施項目について（生産システムデジタル設計）

生産システムデジタル設計分野については、教育手法や実施機関の要件など制度共
通部分を中心として、基本的にＩＴ分野に即した項目内容とする。

実施項目
IT分野との
共通事項

対象範囲 生産システムデジタル設計分野の範囲 ー

認定の基準・要件

講座のレベル 〇（P12)

教育内容・教育方法 〇

事後評価 〇

実施機関 実施機関の要件 〇

認定の仕組み

審査方法 〇（P13)

認定の有効期間 〇

認定の取消 〇
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講座のレベルについて

 講座のレベルは、IT分野と同様に、第４次産業革命を牽引するといった目指すべき人材像に鑑み、
高い技術を持った人材や、新たな技術を使いこなし改善・改良につなげられることを目的とする講座と
するため、ITSSレベル４と同等のレベル４相当を目指す講座とする方向。

■生産システムデジタル設計技術者
ITSS / ETSS （７段階） 生産システムデジタル設計スキル標準（７段階）
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審査方法（仕組み）について

• 認定にあたっては、「技術審査」及び「認定審査委員会」について、中立的・客観的な
観点や、真に産業界のニーズに沿ったものであるかどうかといった観点から、外部の有識
者による検討を経る方向。

■認定審査のフロー

申
請
受
付

審
査

認
定



認
定
審
査
委
員
会

（
本
検
討
会
メ
ン
バ
ー
中
心
の
外
部
有
識
者
）

「技術審査」：
同分野の外部有識者（技術
専門家）で構成
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